
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多機能型拠点は、医療的ケアを必要とする重症心身障害児者等とその家族の地域での暮らしを支援

する横浜市独自の施設です。生活介護、短期入所、相談支援、診療所等の複数の障害福祉サービスを一

つの施設で一体的に提供することができます。 

このたび、市内５館目となる多機能型拠点について、整備・運営法人の公募を行い、「社会福祉法人 

横浜市社会事業協会」に決定したため、旧青少年交流センター跡地（西区老松町 25-３）を活用し、整備

を開始します。 

 

１  事業内容について 

診療所 重症心身障害児者等を主な対象とした医師による診療及び往診 

生活介護 入浴、排せつ及び食事等の介護、日中活動の提供、その他必要な日中時間帯の援助 

居宅介護 
訪問看護 

自宅での入浴、排せつ、食事の介護等を行う居宅介護や、診療所の医師の指導の下で 
の訪問看護 

相談支援 看護師やソーシャルワーカー等による生活全般の相談受付や関係機関等との連絡調整 

日中一時支援 
短期入所 

家族が、入院・冠婚葬祭等のため介助を行えない場合や休養が必要な場合の、日中の 
受入れや宿泊を伴う一時的介助 

地域交流 
地域団体等に地域交流室の貸出、利用者・家族へ地域交流の機会提供、イベントの 
実施等による障害理解啓発への活用 

 

２  整備用地について 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設イメージ                    【所在地】西区老松町 25-3 ほか 

 

 

令 和 ８ 年 １ 月 2 8 日 
健康福祉局障害施設サービス課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

タイトル 
野毛山地区にて多機能型拠点（５館目）の 

整備・運営法人が決定しました！！ 

整備用地 

中央図書館 

野毛山動物園 

～ のげやまインクルーシブ構想の取組 ～ 

裏面あり 



 

 
 

３  整備・運営法人について 

（１） 法人名 

     社会福祉法人 横浜市社会事業協会（理事長 西田
に し だ

 守
も り

希
き

氏） 

（２） 主な運営実績 

■ 横浜市多機能型拠点：１か所（瀬谷区） 

■ 障害者支援施設（入所施設）：１か所（泉区） 

■ 生活介護等（障害者デイサービス）：８か所（中区、神奈川区ほか） 

■ 障害者グループホーム：４か所（泉区、保土ケ谷区ほか） 

■ 地域ケアプラザ：２か所（中区、南区）  など 

 

４  今後の整備スケジュールについて 

    令和７年度     法人決定（１月）、事業実施準備（２～３月） 

    令和８年度     基本設計、実施設計 

    令和９年度     実施設計、建設工事開始 

    令和 10 年度   工事しゅん工、開所 

 

 

 

のげやまインクルーシブ構想とは 

野毛山地区を、これまで以上に誰もが分け隔てなく、学び、楽しみ、やすらげるインクルーシブなエリア

となるよう、各施設が連携しながらエリア全体でまちづくりを進める取組です。 

 

医療的ケア・重症心身障害児者とは 

医療的ケアとは自宅で家族等が日常的に行う、吸引・胃ろう・人工呼吸器などの医療的生活援助行為

のことです。医師や看護師などが行う「医療行為」と同じことを家族等が行う場合、「医療的ケア」と呼ん

でいます。また、重症心身障害児者とは、重度の知的障害・肢体不自由が重複する方です。 

〈医療的ケアの一例〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （横浜市作成パンフレット：「医療的ケアって何だろう？～知ってほしい 医療的ケア児・者と家族の思い～」より抜粋） 

 

お問合せ先 

健康福祉局障害施設サービス課長  大津 豪  Tel 045-671-2377 




